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データサイエンス？
ＡＩ？
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データサイエンスで大切なこと

可視化・異常値チェックなど前処理が不可欠

しかし、前処理には非常に時間がかかる



4

Web セミナーの目的

MATLAB® を用いて効率よく
データサイエンスのプロセスを
進めて頂きたい！
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アジェンダ

①アドホックな解析 ②ビッグデータ解析 ③プロジェクト化

• データ読み込み
• データアクセス
• 前処理
• 可視化

• ビッグデータの
読み込み

• ビッグデータの
解析・深堀り

• プロジェクトの
作成・共有

• 大人数で解析
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フライトデータの解析
を例にご紹介

振動センサ

燃料センサ

緯度・経度

火災センサ

時間

①アドホックな解析

• データ読み込み
• データアクセス
• 前処理
• 可視化
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データ読み込み

① GUI からのデータ読み込み
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② GUI 操作と等価のライブスクリプト自動生成

データ読み込み
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データ読み込み

③ ライブスクリプトの関数化 → 以降の読み込みを自動化
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データアクセス
時間 × センサ

読み込んだデータ

データ. 変数名

変数型でソート
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タイムテーブルへの変換

タイムテーブルへ変換

時間によるデータアクセス

可視化



12

異常値の削除・補間処理

filloutliers()
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便利な前処理関数

欠損値
ismissing
rmmissing
fillmissing

外れ値
isoutlier
rmoutliers
filloutliers

平滑化
smoothdata

急激な変化点
ischange

https://www.mathworks.com/help/matlab/preprocessing-data.html

https://www.mathworks.com/help/matlab/preprocessing-data.html
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可視化

地図上に軌跡をプロット
geoplot

geoscatter

geobubble

geodensityplot

https://www.mathworks.com/help/
matlab/geographic-plots.html

https://www.mathworks.com/help/matlab/geographic-plots.html
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ポイントまとめ

GUI で簡単操作・操作と等価の関数も1クリックで作成

行列数を使わないデータアクセス・データソート

時系列解析に便利なタイムテーブル

データの前処理は関数 1行で実施

地理プロットで簡単可視化
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②ビッグデータ解析

• ビッグデータの
読み込み

• ビッグデータの
解析・深堀り

①アドホックな解析

• データ読み込み
• データアクセス
• 前処理
• 可視化
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フライトデータ概要

 35 機
 180,000 飛行

 容量 300 GB

 出典:
– NASA Dash Link: Sample Flight Data
– https://c3.nasa.gov/dashlink/projects/85/

Presenter
Presentation Notes
先ほど分析したフライトデータはその好例です。 MATLABで示したデータは、NASAによって一般に公開されているフライトデータの膨大なコレクションからのものです。 それは18万飛行以上を取った35のユニークな航空機からのデータから成り、そして合計で300GB以上のデータです。

The flight data we analyzed earlier is a great example of this.  The data we showed in MATLAB comes from a large collection of flight data made available to the public by NASA.

It consists of data from 35 unique aircraft, which took over 180,000 flights, and in total is over 300GB of data.


https://c3.nasa.gov/dashlink/projects/85/
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Built-In Datastores
General datastore

spreadsheetDatastore

tabularTextDatastore

fileDatastore

Database databaseDatastore

Image imageDatastore

denoisingImageDatastore

randomPatchExtractionDatastore

pixelLabelDatastore

augmentedImageDatastore

Audio audioDatastore

Predictive 
Maintenance

fileEnsembleDatastore

simulationEnsembleDatastore

Simulink simulationDatastore

Automotive mdfDatastore

ビッグデータの読み取り

大規模なデータ集合の読取り

×実ファイル
○リポジトリ

⇒PC の RAM メモリ以上の
データ読み取りが可能

大規模なデータを1変数で管理

Presenter
Presentation Notes
Program Files -> MATLAB -> R2019a -> 
C:\Program Files\MATLAB\R2019a\toolbox\stateflow\stateflow\+Stateflow\+Debug\web\release\mlc-resources\images -> variable_object_16


このサイズのデータ​​では、異なる方法で作業する必要があります。おそらく300GBのRAMを搭載したコンピュータを持っていないので、このデータをメモリにロードすることはできません。 MATLABでは、「データストア」と呼ばれる機能を構築しています。これは、MATLABがデータとその存在場所を知るための方法ですが、すべてのデータをメモリにロードする必要はありません。 たとえば、データストアをCSVファイルのディレクトリに指定し、そのリポジトリから単一のファイルを読み込むようにMATLABに指示することができます。または、このデータストアを使用してファイルのコレクション全体をループ処理し、各ファイルに対して計算を実行することもできます。 これは私にメモリにロードするには大きすぎるデータを扱うためのフレームワークを与えます。 一般的なデータフォーマット、データベース、画像、Simulinkのデータなどを扱うために、MATLABとツールボックスに多数のデータストアを組み込みました。これにより、これらのドメインでビッグデータを扱うためのドメイン固有の機能が得られます。

Data of this size requires a different way of working with it.  You probably don’t have a computer with 300GB of RAM, so loading this data into memory isn’t an option.

In MATLAB, we’ve been building out a feature called a “datastore” – which is a way for MATLAB to know about your data and where it is, but it doesn’t require all of the data to be loaded into memory.  
For example, I can point a datastore at a directory of CSV files, and tell MATLAB to read a single file from that repository.  Or I can use this datastore to loop over my entire collection of files and do some calculation on each file.  
This gives me a framework for working with data that’s too big to load into memory.
We’ve built a number of datastores into MATLAB and toolboxes, for working with general data formats, databases, images, data from Simulink, etc. This gives you domain-specific functionality for working with big data in these domains.
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データストアのカスタマイズ (カスタムデータストア)

https://jp.mathworks.com/help/matlab/import_export/develop-custom-datastore.html

自作のカスタムデータストアでデータストア読み込み

オリジナルフォーマットのビッグデータ解析にも対応可能

Presenter
Presentation Notes
このサイズのデータ​​では、異なる方法で作業する必要があります。おそらく300GBのRAMを搭載したコンピュータを持っていないので、このデータをメモリにロードすることはできません。 MATLABでは、「データストア」と呼ばれる機能を構築しています。これは、MATLABがデータとその存在場所を知るための方法ですが、すべてのデータをメモリにロードする必要はありません。 たとえば、データストアをCSVファイルのディレクトリに指定し、そのリポジトリから単一のファイルを読み込むようにMATLABに指示することができます。または、このデータストアを使用してファイルのコレクション全体をループ処理し、各ファイルに対して計算を実行することもできます。 これは私にメモリにロードするには大きすぎるデータを扱うためのフレームワークを与えます。 一般的なデータフォーマット、データベース、画像、Simulinkのデータなどを扱うために、MATLABとツールボックスに多数のデータストアを組み込みました。これにより、これらのドメインでビッグデータを扱うためのドメイン固有の機能が得られます。

Data of this size requires a different way of working with it.  You probably don’t have a computer with 300GB of RAM, so loading this data into memory isn’t an option.

In MATLAB, we’ve been building out a feature called a “datastore” – which is a way for MATLAB to know about your data and where it is, but it doesn’t require all of the data to be loaded into memory.  
For example, I can point a datastore at a directory of CSV files, and tell MATLAB to read a single file from that repository.  Or I can use this datastore to loop over my entire collection of files and do some calculation on each file.  
This gives me a framework for working with data that’s too big to load into memory.
We’ve built a number of datastores into MATLAB and toolboxes, for working with general data formats, databases, images, data from Simulink, etc. This gives you domain-specific functionality for working with big data in these domains.

https://jp.mathworks.com/help/matlab/import_export/develop-custom-datastore.html
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ポイントまとめ

データストアによりRAMサイズ以上の大容量データを一括読取り

独自のファイルもデータストア化し一元操作

sum sum sum

sum sum sum

sum 
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ビッグデータ活用例 – 事象の深堀り

センサ2で火災を検知 フライト軌跡の確認 燃料データの確認

1

2

3

4

燃料流出

火
災
セ
ン
サ

燃
料
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ビッグデータ活用例 – 事象の深堀り

センサ2で火災を検知

1

2

3

4

振動データの確認 振動確率分布と比較

• 火災の原因をデータから検討
• 再発防止に役立つ知見を得る

振動による燃料流出が火災の原因か?

火
災
セ
ン
サ

振
動
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①アドホックな解析 ②ビッグデータ解析 ③プロジェクト化

• データ読み込み
• データアクセス
• 前処理
• 可視化

• ビッグデータの
読み込み

• ビッグデータの
解析・深堀り

• プロジェクトの
作成・共有

• 大人数で解析
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プロジェクト化

必要なファイルをまとめてプロジェクト化 → ファイルの一元管理
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プロジェクトによる業務一元化 お役立ち機能

ファイルの依存関係を可視化 → プロジェクトの簡単解読
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プロジェクトによる業務一元化 お役立ち機能

ソース管理 → 複数人での作業支援・バージョン管理・差分表示

trunk

Check-in Check-out

Subversion (SVN)
Gitとの連携
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検証済みツールとして共有
ツールボックス ツール説明書
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ポイントまとめ

MATLAB プロジェクトによるファイルの一元管理

プロジェクト可視化機能による簡単解読

ソース管理機能連携により複数人で作業が可能

ツールボックス化し配布・さらなる協業を加速
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①アドホックな解析 ②ビッグデータ解析 ③プロジェクト化

• データ読み込み
• データアクセス
• 前処理
• 可視化

• ビッグデータの
読み込み

• ビッグデータの
解析・深堀り

• プロジェクトの
作成・共有

• 大人数で解析
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全体のまとめ

 データ解析のカギを握る前処理MATLAB で効率良く実施可能

 MATLAB は大容量データ解析に対応、ビッグデータ活用の橋渡し

 プロジェクト化により組織横断プロジェクトへ拡大

本日ご紹介したツール - MATLAB

Presenter
Presentation Notes
このプレゼンテーションを楽しんだことを願っています いくつかの出発点 1）MATLABには、あなたが仕事の一部としてデータをよりよく使いこなすのを助けるための、さまざまな新しいツールがあります。 2）あなた自身、あなたのチーム、あるいはあなたの組織のために、あなたはMATLABを使ってツールを作成することができます。 3）データサイエンスの成熟度を高めることは旅の流れであり、一夜にして起こることではありません。ご質問がありましたら、喜んでお手伝いします。

I hope you have enjoyed this presentation
A few takeaways to leave with:
1) MATLAB has a wide variety of new tools to help you better work with and utilize data as part of your work
2) You can use MATLAB to create tools for yourself, your team, or your organization 
3) Increasing maturity with data science is a journey, it’s not something that happens overnight.  If you have any questions, I’d be happy to help
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